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砂防事業による効果（最上川水系鮭川流域）

位置図

高坂雨量観測所

たかさか

〇最上川水系鮭川流域での直轄砂防事業では昭和53年の事業着手から、鮭川流域において33基の砂防堰堤等を整備。

○令和6年7月25日からの降雨では、鮭川流域に甚大な被害を及ぼした昭和50年8月6日真室川災害以上の雨量を観測したが、直轄事業により整備し

た砂防堰堤により下流地区への土砂流出を軽減し、下流の真室川町の市街地等への被害を軽減した。

■人家被害

①鮭川下流（向居橋付近）

R6.7.27

③真室川下流
S50.8 被災時

災害時の状況
（新橋の流出）

新橋（S54完成）

鮭川流域
（真室川）

③真室川下流
（現在の新橋付近）

R6.7.27

土砂・洪水氾濫を防いだため、
大きな氾濫被害は見られない

※R6.7の雨量データは一部欠測期間あり

さけがわ

②真室川町中ノ俣地区

S50.8 被災時

塩根川砂防堰堤（塩根川） 出水時の状況

R6.7.25
平常時の状況

R6.4.30

真室川

真室川

鮭川流域
昭和50年整備済堰堤 0基
令和6年整備済堰堤 33基

塩根川砂防堰堤（塩根川）

む か い ば し

し お ね か わ

ま む ろ が わ

昭和50年災害時より雨量増
約1.5倍

鮭川

昭和50年8月6日真室川災害 時

昭和50年8月6日真室川災害 時
がけ崩れによる
被害（半壊1戸）

が発生したが、
砂防堰堤等33基

の整備により土
砂・洪水氾濫被
害を防止

被害軽減

令和6年9月11日現在 山形県防災くらし安心部資料より

（真室川町での土砂災害による
人家被害発生件数）
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